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第２章 産業廃棄物の排出及び処理状況の推計結果 
 
第１節 結果の概要 

平成 25 年度の１年間に宮城県で発生した産業廃棄物の量は 11,561 千トンであり、有償物量の

393 千トン（発生量の 3.4％）を除いた排出量は 11,168 千トン（96.6％）となっている。排出量

のうち、東日本大震災に伴う復旧工事等（震災により壊れた住宅や道路の解体・建築・土木工事）

から排出された量は、1,383 千トンとなっている。 
排出量のうち、脱水や焼却など中間処理された量は 10,837 千トン(排出量の 93.7％)、中間処

理を経ず直接再生利用された量は 227 千トン(2.0％)、直接最終処分された量は 77 千トン(0.7％)
等となっている。一方、中間処理による減量化量は 6,009 千トン(52.0％)で、再生利用量は 4,910
千トン(42.5％)、最終処分量は 222 千トン(1.9％)となっている。 

なお、事業場内での保管等のその他量は、未処理及び中間処理後を合わせて 27 千トンとなっ

ている。 
 

（単位：千ｔ/年）
発生量 有償物量 資源化量

11,561 393 5,303
<10,515> (3.4%) (45.9%)

<171> <4,470>

直接再生利用量 再生利用量
227 4,910

(2.0%) (42.5%)
<123> <4,298>

中間処理量 処理残さ量
10,837 4,828 4,683
(93.7%) (41.8%) (40.5%)

排出量 <10,108>
11,168 減量化量
(96.6%) その他量 6,009

<10,343> 27 (52.0%) 145
<5,805> (1.3%)

震災分
1,383 直接最終処分量 最終処分量

77 222
(0.7%) (1.9%)
<79> <211>

注1）（）は発生量に対する割合、＜＞はH24年度数値
注2）図中の数値は、四捨五入の関係で収支が合わない場合がある。
注3：震災分とは、東日本大震災の復旧工事（震災により壊れた住宅や道路の解体・建築・土木工事）から排出された廃棄物量

中間処理後
最終処分量

中間処理後
再生利用量

 

図 2-1-1 排出及び処理状況の概要 
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第２節 廃棄物の排出・処理状況 
１．排出から処理・処分までの流れ 
（１）発生量及び排出量 

平成 25 年度の１年間に県内で発生した産業廃棄物の発生量は 11,561 千トンであり、有償

物量は 393 千トン、排出量は 11,168 千トンとなっている。排出量を種類別にみると、汚泥

が 5,258 千トンと最も多く、次いで、がれき類が 2,926 千トン、家畜ふん尿が 1,796 千トン、

木くずが 307 千トン等となっている。また、東日本大震災に伴う復旧工事等（震災により壊

れた住宅や道路の解体・建築・土木工事）から排出された量は 1,383 千トン（がれき類 1,231
千トン、木くず 69 千トン等）となっている。 

（２）再生利用量 
再生利用量は、4,910 千トンとなっており、再生利用率（排出量に占める割合）は 44.0％

である。種類別にみると、がれき類が 2,868 千トンで最も多く、次いで、家畜ふん尿が 964
千トン、木くずが 257 千トン、汚泥が 222 千トン等となっている。 

（３）最終処分量 
最終処分量は、222 千トンとなっており、最終処分率（排出量に占める割合）は 2.0％で

ある。種類別にみると、汚泥が 44 千トンで最も多く、次いで、がれき類が 41 千トン、ガラ

ス陶磁器くずが 40 千トン、燃え殻が 36 千トン等となっている。 
なお、汚泥は排出事業者が脱水や乾燥等の中間処理を行って大幅に減量化している。また、

がれき類は路盤材等に資源化が図られているが、排出量自体が多量なため最終処分量も比較

的多くなっている。 

合計 燃え殻 汚泥 廃油 廃酸
廃

アルカリ
廃プラス
チック類

紙くず 木くず 繊維くず
動植物性

残さ
ゴムくず 金属くず

ｶﾞﾗｽ･ｺﾝｸ
ﾘｰﾄ･陶磁

器くず
鉱さい がれき類 ばいじん

家畜
ふん尿

その他産
業廃棄物

11,168 24 5,258 24 5 13 151 14 307 1 131 7 100 190 34 2,926 100 1,796 89

うち震災分 1,383 1 47 0 0 0 10 1 69 0 0 0 6 11 0 1,231 0 0 6

4,910 71 222 14 0 0 101 13 257 0 20 7 90 147 34 2,868 91 964 10

222 36 44 1 0 0 18 1 17 0 0 0 9 40 0 41 9 0 5

項目

最終処分量

再生利用量

排出量

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

(単位：千ｔ/年）
排出量 再生利用量 最終処分量

 
図 2-2-1 産業廃棄物の種類別の排出量、再生利用量、最終処分量 
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産業廃棄物の発生から処理・処分の流れをまとめると、図 2-2-2 のとおりである。 
 

(A) (B) (S)

(単位：　千ｔ／年）

(E1) (R)
自己中間処理 再生
後再生利用量 利用量

G1 自己未処理

(C) (D) (E) 自己再生利用量 (I)
自己中間 自己中間 227 自己最終
処理量 処理後量 処分量

県内： 27
(F) (H) 県外： 0

自己
減量化量 (J)

(G)
自己

未処理量

(K)
(G1)自己未処理自己再生利用量 227
(G2)自己未処理自己最終処分量 25
(G3)自己未処理委託中間処理量 3,898
(G4)自己未処理委託直接最終処分量 53
(G5)自己未処理その他量 23 県内： 3,817

県外： 284

(L) (M) (M1)
委託中間 委託中間 委託中間処理
処理量 処理後量 後再生利用量

県内： 3,740 (N) (M2)
県外： 281 委託 委託中間処理

減量化量 後最終処分量

(T) (O) (P) (Q)
委託直接 委託最終

最終処分量 処分量

県内： 77 注1：＜ ＞内は発生量に対する割合。( ) 内は排出量に対する割合。
県外： 3

注2：震災分とは、東日本大震災の復旧工事（震災により壊れた住宅や道路の解体・建築・土木工事）から排出された廃棄物量

1,062 4,910

発 生 量 有償物量 資源化量

11,561 393 5,303
<100.0%> <3.4%> <45.9%>

<96.6%> (62.2%) (10.9%) (0.2%)
(100.0%)

排 出 量

11,168 6,943 1,219 27

27
(0.2%)

搬　出　量

(9.5%) (44.0%)

5,724 4,156
その他

(51.3%) (37.2%)

4,225
(37.8%)

委託処理量

4,101

最終処分量

4,021 3,736 3,622
(36.0%) (33.4%) (32.4%)

285 114
(2.6%) (1.0%)

(36.7%)

減量化量

(53.8%) (2.0%)

6,009 80 194 222
<52.0%> (0.7%) (1.7%) <1.9%>

震災分

1,383

 
図 2-2-2 発生から処理・処分までの流れ 
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排出量に対する再生利用量、減量化量、最終処分量の構成比を業種別、種類別にみると、図 2-2-3
及び図 2-2-4 のとおりである。 
 

合計 農林業 漁業 鉱業 建設業 製造業
電気・
水道業

情報
通信業

運輸・
郵便業

卸・
小売業

金融業・
保険業

不動産
業、

物品賃貸
業

学術研
究、専門・
技術サー

ビス業

飲食・
宿泊

生活関連・
娯楽

医療、
福祉

サービス

11,168 1,809 0 155 3,466 4,122 1,476 1 11 62 0 7 7 4 2 23 21

再生利用量 4,910 977 0 21 3,264 535 39 1 9 41 0 2 4 2 1 5 9

減量化量 6,009 832 0 134 85 3,527 1,399 0 2 10 0 1 3 1 1 13 2

最終処分量 222 0 0 103 60 34 0 0 12 0 5 1 1 0 5 1

その他量 27 0 15 1 4 0 0 0 0 0 0 8

注1）図中の数値は、四捨五入の関係で合計と個々の計が一致しないものがある。

項目

排　出　量

54 

100 

14 

94 

13 
3 

92 

78 

65 

82 

23 

50  52  53 

21 

46 

46 

0 

86 

2 

86 

95 

6 

19 

16 

16 

7 

37  34 
42 

57  11 

0  0  3  1  2  2  3 

19 

2 

69 

14  14 
5 

22 

6 

0  0  0  0  0  0  0  0  0  0 

38 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

その他量 最終処分量 減量化量 再生利用量

 
図 2-2-3 業種別の排出量に対する再生利用量、減量化量、最終処分量の構成比 



 

14 

 

 

合計 燃え殻 汚泥 廃油 廃酸
廃

アルカリ
廃プラス
チック類

紙くず 木くず 繊維くず
動植物性

残さ
ゴムくず 金属くず

ｶﾞﾗｽ･ｺﾝｸ
ﾘｰﾄ･陶磁

器くず
鉱さい がれき類 ばいじん

家畜
ふん尿

その他産
業廃棄物

11,168 24 5,258 24 5 13 151 14 307 1 131 7 100 190 34 2,926 100 1,796 89

再生利用量 4,910 12 259 15 1 7 104 13 259 0 20 7 90 148 34 2,870 91 964 15

減量化量 6,009 0 4,951 7 3 4 26 1 18 0 110 0 0 0 3 832 53

最終処分量 222 11 44 2 1 1 20 1 18 0 0 0 9 41 0 44 9 19

その他量 27 4 0 0 0 11 0 0 0 0 0 8 2

項目

排　出　量

注1）図表中の廃棄物の種類は、排出量に対する処理の割合を示すために、中間処理により種類が変わった場合であっても、発生時の種類で捉えている。【種類別：無変換】

注2）図中の数値は、四捨五入の関係で合計と個々の計が一致しないものがある。

51 

5 

64 

15 

56 

69 

90 
85 

55 

15 

99 
90 

78 

99  98 
91 

54 

16 

0  94 

29 

71 

33 

18 

6 
6 

24 

84 

0 

0 

0 

0 

46 

60 

48 

1 
7  14  11  13 

5 
6 

20 

0  1 

9 
21 

1  2 
9 

21 

0  0  0  0  4  0  0  0  0  0  0  2 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

その他量 最終処分量 減量化量 再生利用量

 

図 2-2-4 種類別の排出量に対する再生利用量、減量化量、最終処分量の構成比 
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２．排出の状況 
（１）業種別の排出状況 

排出量を業種別にみると、製造業が

4,122 千トン（36.9%）で最も多く、次

いで、建設業が 3,466 千トン（31.0%）、

農林業が 1,809 千トン（16.2%）、電気・

水道業が 1,476 千トン（13.2%）となっ

ており、この 4 業種で全体の 97.3%を占

めている。（図 2-2-5） 
製造業は排出量の大部分を製紙工場か

ら排出される汚泥が占めており、自己中

間処理（脱水、焼却等）により大幅に減

量されるため、搬出量では全体の 13.7％
となっている。 

農業は排出量の大部分を畜産農業から

排出される家畜ふん尿が占めており、自

己で堆肥化等の再生利用がされているため、搬出量は全体の 1.6％と少なくなっている。 
建設業は、排出量の大部分をがれき類が占めている。がれき類は基本的に中間処理による

減量とはならないため、搬出量でみると、最も多い業種となっている。（図 2-2-6） 
 

合計 農林業 漁業 鉱業 建設業 製造業
電気・
水道業

情報
通信業

運輸・
郵便業

卸・
小売業

金融業・
保険業

不動産
業、

物品賃貸
業

学術研
究、専門・
技術サー
ビス業

飲食・
宿泊

生活関連・
娯楽

医療、
福祉

サービス

11,561 1,812 0 232 3,518 4,374 1,476 1 12 70 0 7 7 4 2 24 21

(100.0%) (15.7%) (0.0%) (2.0%) (30.4%) (37.8%) (12.8%) (0.0%) (0.1%) (0.6%) (0.0%) (0.1%) (0.1%) (0.0%) (0.0%) (0.2%) (0.2%)

うち震災分 1,416 － － － 1,416 － － － － － － － － － － － －

11,168 1,809 0 155 3,466 4,122 1,476 1 11 62 0 7 7 4 2 23 21

(100.0%) (16.2%) (0.0%) (1.4%) (31.0%) (36.9%) (13.2%) (0.0%) (0.1%) (0.6%) (0.0%) (0.1%) (0.1%) (0.0%) (0.0%) (0.2%) (0.2%)

うち震災分 1,383 － － － 1,383 － － － － － － － － － － － －

4,130 65 0 0 3,254 566 108 1 11 62 0 7 7 4 2 23 19

(100.0%) (1.6%) (0.0%) (0.0%) (78.8%) (13.7%) (2.6%) (0.0%) (0.3%) (1.5%) (0.0%) (0.2%) (0.2%) (0.1%) (0.1%) (0.5%) (0.5%)

うち震災分 1,293 － － － 1,293 － － － － － － － － － － － －

項目

発生量

排出量

搬出量

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000
(単位：千ｔ/年） 発生量 排出量 搬出量

 
図 2-2-6 業種別の発生量、排出量、搬出量 

製造業
4,122 
36.9%

建設業
3,466 
31.0%

農林業
1,809 
16.2%

電気・

水道業
1,476 
13.2%

鉱業
155 
1.4%

その他
140 
1.3%

排出量

11,168千t

図 2-2-5 業種別の排出量 
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（２）種類別の排出状況 
排出量を種類別にみると、汚泥が 5,258 千

トン（47.1%）で最も多く、次いで、がれき

類が 2,926 千トン（26.2%）、家畜ふん尿が

1,796 千トン（16.1%）となっており、この 3
種類で全体の 89.4%を占めている。（図 2-2-7） 

汚泥は排出量に占める割合は 47.1%と高い

が、排出事業者自らによる脱水、焼却等の処

理により、大幅に減量されて事業所外に搬出

される。このため、搬出量全体の割合でみる

と 7.9%と少なくなっている。（図 2-2-8） 
 

 
 
 

 

合計 燃え殻 汚泥 廃油 廃酸
廃

アルカリ
廃プラス
チック類

紙くず 木くず 繊維くず
動植物性

残さ
ゴムくず 金属くず

ｶﾞﾗｽ･ｺﾝｸ
ﾘｰﾄ･陶磁

器くず
鉱さい がれき類 ばいじん

家畜
ふん尿

その他産
業廃棄物

11,561 24 5,277 26 5 13 165 30 336 1 165 7 151 194 158 3,024 100 1,796 89

(100.0%) (0.2%) (45.6%) (0.2%) (0.0%) (0.1%) (1.4%) (0.3%) (2.9%) (0.0%) (1.4%) (0.1%) (1.3%) (1.7%) (1.4%) (26.2%) (0.9%) (15.5%) (0.8%)

うち震災分 1,416 1 50 0 0 0 10 1 82 0 0 0 9 11 0 1,246 0 0 6

11,168 24 5,258 24 5 13 151 14 307 1 131 7 100 190 34 2,926 100 1,796 89

(100.0%) (0.2%) (47.1%) (0.2%) (0.0%) (0.1%) (1.3%) (0.1%) (2.7%) (0.0%) (1.2%) (0.1%) (0.9%) (1.7%) (0.3%) (26.2%) (0.9%) (16.1%) (0.8%)

うち震災分 1,383 1 47 0 0 0 10 1 69 0 0 0 6 11 0 1,231 0 0 6

4,130 30 324 23 5 12 150 14 300 1 38 7 93 184 1 2,718 90 52 88

(100.0%) (0.7%) (7.9%) (0.6%) (0.1%) (0.3%) (3.6%) (0.3%) (7.3%) (0.0%) (0.9%) (0.2%) (2.3%) (4.5%) (0.0%) (65.8%) (2.2%) (1.3%) (2.1%)

うち震災分 1,293 2 47 0 0 0 9 1 68 0 0 0 6 10 0 1,143 0 0 6

項目

発生量

排出量

搬出量

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

(単位：千ｔ/年） 発生量 排出量 搬出量

 
図 2-2-8 種類別の発生量、排出量、搬出量 

汚泥
5,258 
47.1%

がれき類
2,926 
26.2%

家畜

ふん尿
1,796 
16.1%

木くず
307 
2.7% その他

881 
7.9%

排出量

11,168千

図 2-2-7 種類別の排出量 
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３．再生利用の状況 

再生利用量は 4,910 千トンであり、排出量に

占める割合は 44.0％である。 
種類別にみると、がれき類が 2,870 千トン

（58.5％）で最も多く、次いで、家畜ふん尿が

964 千トン（19.6％）、木くずが 259 千トン

（5.3％）、汚泥が 259 千トン（5.3％）となっ

ており、この 4 種類で全体の 88.7%を占めてい

る。 
有償物量は 393 千トンであり、鉱さいやがれ

き類、金属くずの量が多くなっている。（図

2-2-9、図 2-2-10） 
 
 

 
 
 

合計 燃え殻 汚泥 廃油 廃酸
廃

アルカリ
廃プラス
チック類

紙くず 木くず 繊維くず
動植物性

残さ
ゴムくず 金属くず

ｶﾞﾗｽ･ｺﾝｸ
ﾘｰﾄ･陶磁

器くず
鉱さい がれき類 ばいじん

家畜
ふん尿

その他産
業廃棄物

5,303 12 278 17 1 7 118 28 289 0 55 7 141 152 158 2,969 91 964 15

(100.0%) (0.2%) (5.2%) (0.3%) (0.0%) (0.1%) (2.2%) (0.5%) (5.4%) (0.0%) (1.0%) (0.1%) (2.7%) (2.9%) (3.0%) (56.0%) (1.7%) (18.2%) (0.3%)

393 0 19 2 0 0 14 16 29 0 35 0 51 4 124 99 0 0 0

(100.0%) (0.0%) (4.9%) (0.5%) (0.1%) (0.0%) (3.7%) (4.0%) (7.4%) (0.0%) (8.9%) (0.0%) (12.9%) (0.9%) (31.5%) (25.1%) (0.0%) (0.0%) (0.0%)

4,910 12 259 15 1 7 104 13 259 0 20 7 90 148 34 2,870 91 964 15

(100.0%) (0.2%) (5.3%) (0.3%) (0.0%) (0.1%) (2.1%) (0.3%) (5.3%) (0.0%) (0.4%) (0.1%) (1.8%) (3.0%) (0.7%) (58.5%) (1.9%) (19.6%) (0.3%)

うち震災分 1,316 5 35 0 0 0 6 1 60 0 0 0 5 6 0 1,196 0 0 1

資源化量

有償物量

再生利用量

項目

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000
(単位：千ｔ/年） 有償物量 再生利用量

 
図 2-2-10 再生利用の状況 

 

がれき類
2,870 
58.5%

家畜

ふん尿
964 
19.6%

木くず
259 
5.3%

汚泥
259 
5.3% その他

557 
11.3%

再生利用量

4,910千t

図 2-2-9 種類別の再生利用量 
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４．最終処分の状況 

最終処分量は 222 千トンとなっており、排

出量に占める割合は 2.0％である。 
種類別にみると、汚泥が 44 千トン（20.0％）

で最も多く、次いで、がれき類が 44 千トン

（19.9％）、ガラス陶磁器くずが 41 千トン

(18.4%)、廃プラスチック類が 20 千トン

（9.0％）、その他産業廃棄物が 19 千トン

（8.5％）、木くずが 18 千トン（8.2％）とな

っており、この 6 種類で全体の 84.1%となっ

ている。 
最終処分先を主体別にみると、処理業者に

よる最終処分が 192 千トン（最終処分量の

86.6％）で最も多く、排出事業者自らの自己

最終処分が 27 千トン（同 12.4％）等となっ

ている。（図 2-2-11、図 2-2-12） 
 
 

合計 燃え殻 汚泥 廃油 廃酸
廃

アルカリ
廃プラス
チック類

紙くず 木くず 繊維くず
動植物性

残さ
ゴムくず 金属くず

ｶﾞﾗｽ･ｺﾝｸ
ﾘｰﾄ･陶磁

器くず
鉱さい がれき類 ばいじん

家畜
ふん尿

その他産
業廃棄物

222 11 44 2 1 1 20 1 18 0 0 0 9 41 0 44 9 0 19

(100.0%) (5.2%) (20.0%) (0.8%) (0.3%) (0.6%) (9.0%) (0.3%) (8.2%) (0.1%) (0.1%) (0.0%) (4.2%) (18.4%) (0.1%) (19.9%) (4.2%) (0.0%) (8.5%)

うち震災分 23 6 0 0 0 0 2 0 1 0 0 0 0 4 0 9 0 0 0

27 4 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 11 0 0 9 0 0

(100.0%) (16.0%) (10.5%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.1%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (40.2%) (0.0%) (0.0%) (33.3%) (0.0%) (0.0%)

192 7 42 2 1 1 20 1 17 0 0 0 9 30 0 43 0 0 19

(100.0%) (3.7%) (21.6%) (0.9%) (0.4%) (0.7%) (10.4%) (0.3%) (9.1%) (0.1%) (0.1%) (0.0%) (4.9%) (15.5%) (0.1%) (22.2%) (0.1%) (0.0%) (9.8%)

2 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0

(100.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.2%) (0.0%) (33.4%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.1%) (1.2%) (0.0%) (65.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%)

項目

最終処分量
計

自己
最終処分量

業者
最終処分量

自治体
最終処分量

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45
(単位：千ｔ/年）

自己

最終処分量

業者

最終処分量

自治体

最終処分量

 
図 2-2-12 最終処分の状況 

 

図 2-2-11 種類別の最終処分量 

汚泥
44 

20.0%

がれき類
44 

19.9%

ガラス陶

磁器くず
41 

18.4%

廃プラス

チック類
20 
9.0%

その他産

業廃棄物
19 
8.5%

木くず
18 
8.2%

その他
35 

15.9%

最終処分量

222千t
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５．地域別の状況 

排出量を地域別にみると、仙台周辺地域

が 4,137 千トン（37.0%）で最も多く、仙

台市域が 3,154 千トン（28.2%）、大崎地域

が 1,026 千トン（9.2%）、石巻地域が 893
千トン（8.0%）、仙南地域が 844 千トン

（7.6%）等となっている。（図 2-2-13） 
搬出量を地域別にみると、仙台市域が仙

台周辺地域より多くなっている。（図

2-2-14） 
 

 

 

 

 

項目 合計 仙南地域 仙台周辺地域 大崎地域 栗原地域 登米地域 石巻地域
気仙沼、本吉

地域
仙台市域

11,561 930 4,185 1,047 385 598 904 146 3,366

(100.0%) (8.0%) (36.2%) (9.1%) (3.3%) (5.2%) (7.8%) (1.3%) (29.1%)

11,168 844 4,137 1,026 382 595 893 138 3,154

(100.0%) (7.6%) (37.0%) (9.2%) (3.4%) (5.3%) (8.0%) (1.2%) (28.2%)

4,156 294 573 259 112 133 502 88 2,195

(100.0%) (7.1%) (13.8%) (6.2%) (2.7%) (3.2%) (12.1%) (2.1%) (52.8%)

発生量

搬出量

排出量

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500
(単位：千ｔ/年） 発生量 排出量 搬出量

 

図 2-2-14 地域別の発生量、排出量、搬出量 
 
 

各地域における産業廃棄物の処理の流れは、図 2-2-15～図 2-2-22 のとおりである。 
 

仙台周辺

地域
4,137 
37.0%

仙台市域
3,154 
28.2%

大崎地域
1,026 
9.2%

石巻地域
893 
8.0%

仙南地域
844 
7.6%

登米地域
595 
5.3%

栗原地域
382 
3.4%

気仙沼、

本吉地域
138 
1.2%

排出量

11,168千t

図 2-2-13 地域別の排出量 
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（単位：千ｔ/年）
発生量 有償物量 資源化量

930 86 582
<9.2%> <62.6%>

直接再生利用量 再生利用量
29 496

(3.5%) (58.8%)

中間処理量 処理残さ量
804 475 467

(95.3%) (56.3%) (55.4%)
排出量

844 減量化量
(100.0%) その他量 329

9 (39.0%) 7
(0.9%)

直接最終処分量 最終処分量
2 9

(0.2%) (1.1%)

注1）（）は排出量に対する割合、＜＞は発生量に対する割合
注2）図中の数値は、四捨五入の関係で収支が合わない場合がある。

中間処理後
再生利用量

中間処理後
最終処分量

 

図 2-2-15 仙南地域における発生及び処理状況の概要 

 

（単位：千ｔ/年）
発生量 有償物量 資源化量

4,185 48 604
<1.2%> <14.4%>

直接再生利用量 再生利用量
19 556

(0.5%) (13.4%)

中間処理量 処理残さ量
4,105 562 536
(99.2%) (13.6%) (13.0%)

排出量
4,137 減量化量

(100.0%) その他量 3,544
6 (85.7%) 25

(0.6%)

直接最終処分量 最終処分量
6 31

(0.1%) (0.8%)

注1）（）は排出量に対する割合、＜＞は発生量に対する割合
注2）図中の数値は、四捨五入の関係で収支が合わない場合がある。

中間処理後
再生利用量

中間処理後
最終処分量

 

図 2-2-16 仙台周辺地域における発生及び処理状況の概要 
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（単位：千ｔ/年）
発生量 有償物量 資源化量

1,047 22 543
<2.1%> <51.8%>

直接再生利用量 再生利用量
48 521

(4.6%) (50.8%)

中間処理量 処理残さ量
976 477 474

(95.1%) (46.5%) (46.2%)
排出量

1,026 減量化量
(100.0%) その他量 499

1 (48.6%) 3
(0.3%)

直接最終処分量 最終処分量
2 5

(0.2%) (0.5%)

注1）（）は排出量に対する割合、＜＞は発生量に対する割合
注2）図中の数値は、四捨五入の関係で収支が合わない場合がある。

中間処理後
再生利用量

中間処理後
最終処分量

 

図 2-2-17 大崎地域における発生及び処理状況の概要 

 

（単位：千ｔ/年）
発生量 有償物量 資源化量

385 3 270
<0.9%> <70.0%>

直接再生利用量 再生利用量
70 266

(18.3%) (69.7%)

中間処理量 処理残さ量
309 198 197

(81.0%) (51.8%) (51.5%)
排出量

382 減量化量
(100.0%) その他量 111

0 (29.2%) 1
(0.3%)

直接最終処分量 最終処分量
3 4

(0.7%) (1.1%)

注1）（）は排出量に対する割合、＜＞は発生量に対する割合
注2）図中の数値は、四捨五入の関係で収支が合わない場合がある。

中間処理後
再生利用量

中間処理後
最終処分量

 

図 2-2-18 栗原地域における発生及び処理状況の概要 
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（単位：千ｔ/年）
発生量 有償物量 資源化量

598 3 295
<0.4%> <49.4%>

直接再生利用量 再生利用量
22 293

(3.7%) (49.2%)

中間処理量 処理残さ量
571 275 271

(95.9%) (46.2%) (45.5%)
排出量

595 減量化量
(100.0%) その他量 296

2 (49.8%) 4
(0.7%)

直接最終処分量 最終処分量
0 4

(0.1%) (0.7%)

注1）（）は排出量に対する割合、＜＞は発生量に対する割合
注2）図中の数値は、四捨五入の関係で収支が合わない場合がある。

中間処理後
再生利用量

中間処理後
最終処分量

 

図 2-2-19 登米地域における発生及び処理状況の概要 

 

（単位：千ｔ/年）
発生量 有償物量 資源化量

904 11 584
<1.2%> <64.5%>

直接再生利用量 再生利用量
17 572

(1.9%) (64.1%)

中間処理量 処理残さ量
848 565 556

(94.9%) (63.2%) (62.2%)
排出量

893 減量化量
(100.0%) その他量 283

9 (31.7%) 9
(1.0%)

直接最終処分量 最終処分量
19 28

(2.2%) (3.2%)

注1）（）は排出量に対する割合、＜＞は発生量に対する割合
注2）図中の数値は、四捨五入の関係で収支が合わない場合がある。

中間処理後
再生利用量

中間処理後
最終処分量

 

図 2-2-20 石巻地域における発生及び処理状況の概要 
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（単位：千ｔ/年）
発生量 有償物量 資源化量

146 8 109
<5.7%> <74.5%>

直接再生利用量 再生利用量
4 100

(2.7%) (73.0%)

中間処理量 処理残さ量
131 99 97

(95.5%) (71.8%) (70.3%)
排出量

138 減量化量
(100.0%) その他量 33

0 (23.6%) 2
(1.5%)

直接最終処分量 最終処分量
2 5

(1.8%) (3.3%)

注1）（）は排出量に対する割合、＜＞は発生量に対する割合
注2）図中の数値は、四捨五入の関係で収支が合わない場合がある。

中間処理後
再生利用量

中間処理後
最終処分量

 

図 2-2-21 気仙沼・本吉地域における発生及び処理状況の概要 

 

（単位：千ｔ/年）
発生量 有償物量 資源化量

3,366 212 2,317
<6.3%> <68.8%>

直接再生利用量 再生利用量
19 2,105

(0.6%) (66.7%)

中間処理量 処理残さ量
3,092 2,181 2,086
(98.0%) (69.2%) (66.1%)

排出量
3,154 減量化量

(100.0%) その他量 911
0 (28.9%) 92

(2.9%)

直接最終処分量 最終処分量
43 135

(1.3%) (4.3%)

注1）（）は排出量に対する割合、＜＞は発生量に対する割合
注2）図中の数値は、四捨五入の関係で収支が合わない場合がある。

中間処理後
再生利用量

中間処理後
最終処分量

 

図 2-2-22 仙台市域における発生及び処理状況の概要 
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第３節 産業廃棄物の推移と宮城県循環型社会形成推進計画の進捗状況 
１．産業廃棄物の推移 

（１）排出量 
排出量の過去からの推移は、図 2-3-1、図 2-3-2 のとおりである。 
平成 25 年度と平成 24 年度を比較すると、東日本大震災の影響から操業を停止していた工

場等が復旧し、製造業で排出される汚泥が増加し、復旧工事等の影響等で建設業から排出さ

れるがれき類が大きく増加している。 

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H23 H24 H24 H25 H25
合計 11,180 11,192 11,172 11,260 10,851 10,661 9,958 8,703 10,343 8,854 11,168 9,785
農業・林業 2,066 2,059 2,001 2,054 2,032 1,928 1,897 1,897 1,824 1,824 1,809 1,809
建設業 1,577 1,655 1,492 1,465 1,466 1,529 2,747 1,492 2,872 1,382 3,466 2,084
製造業 5,307 5,305 5,539 5,638 5,246 5,164 3,722 3,722 3,922 3,922 4,122 4,122
電気・水道業 1,520 1,535 1,475 1,457 1,478 1,463 898 898 1,471 1,471 1,476 1,476
その他 710 638 665 646 629 577 694 694 255 1,079 295 295

2,066  2,059  2,001  2,054  2,032  1,928  1,897  1,897  1,824  1,824  1,809  1,809 

1,577  1,655  1,492  1,465  1,466  1,529 
2,747 

1,492 
2,872 

1,382 

3,466 
2,084 

5,307  5,305  5,539  5,638  5,246  5,164 
3,722 

3,722 

3,922 

3,922 

4,122 

4,122 

1,520  1,535  1,475  1,457 
1,478  1,463 

898 

898 

1,471 

1,471 

1,476 

1,476 

710  638  665  646 
629  577 

694 

694 

255 

1,079 

295 

295 

11,180  11,192  11,172  11,260 
10,851  10,661 

9,958 

8,703 

10,343 
8,854 

11,168 

9,785 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H23 H24 H24 H25 H25

(単位：千t） その他 電気・水道業 製造業 建設業 農業・林業

(震災分を含む） (震災分を除く）(震災分を含む） (震災分を除く）(震災分を含む） (震災分を除く）

 

図 2-3-1 排出量の推移（業種別） 

 

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H23 H24 H24 H25 H25
合計 11,180 11,192 11,172 11,260 10,851 10,661 9,958 8,703 10,343 8,854 11,168 9,785
汚泥 6,922 6,799 7,030 7,189 6,868 6,638 4,900 4,847 5,147 5,095 5,258 5,211
家畜ふん尿 2,063 2,058 1,998 2,052 2,029 1,926 1,895 1,895 1,810 1,810 1,796 1,796
がれき類 1,315 1,405 1,260 1,171 1,162 1,236 2,215 1,211 2,456 1,121 2,926 1,695
その他 880 930 884 848 792 861 948 750 931 828 1,188 1,083

6,922  6,799  7,030  7,189  6,868  6,638 
4,900  4,847  5,147  5,095  5,258  5,211 

2,063  2,058  1,998  2,052  2,029  1,926 

1,895  1,895  1,810  1,810  1,796  1,796 

1,315  1,405  1,260  1,171 
1,162  1,236 

2,215 
1,211 

2,456 
1,121 

2,926 
1,695 

880  930  884  848 
792  861 

948 

750 

931 

828 

1,188 

1,083 

11,180  11,192  11,172  11,260 
10,851  10,661 

9,958 

8,703 

10,343 

8,854 

11,168 

9,785 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H23 H24 H24 H25 H25

(単位：千t） その他 がれき類 家畜ふん尿 汚泥

(震災分を含む） (震災分を除く）(震災分を含む） (震災分を除く）(震災分を含む） (震災分を除く）

 

図 2-3-2 排出量の推移（種類別） 



 

25 

（２）再生利用量 
再生利用量の過去からの推移は、図 2-3-3、図 2-3-4 のとおりである。 
平成 25 年度と平成 24 年度を比較すると、業種では建設業と製造業が大きく増加し、種類

ではがれき類が大きく増加している。 
 

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H23 H24 H24 H25 H25
合計 3,376 3,500 3,344 3,312 3,267 3,294 4,194 3,046 4,298 2,873 4,910 3,583
農業・林業 1,108 1,105 1,074 1,103 1,091 1,035 1,018 1,018 986 986 977 977
建設業 1,360 1,464 1,337 1,303 1,328 1,413 2,511 1,363 2,688 1,263 3,264 1,937
製造業 609 632 594 591 546 563 338 338 457 457 535 535
鉱業 223 194 189 186 180 158 201 201 13 13 21 21
その他 76 105 150 129 122 125 126 126 154 154 113 113

1,108  1,105  1,074  1,103  1,091  1,035  1,018  1,018  986  986  977  977 

1,360  1,464  1,337  1,303  1,328  1,413 

2,511 

1,363 

2,688 

1,263 

3,264 

1,937 

609  632 
594  591  546  563 

338 

338 

457 

457 

535 

535 223  194 
189  186  180  158 

201 

201 

13 

13 

21 

21 76  105 
150  129  122  125 

126 

126 

154 

154 

113 

113 3,376  3,500 
3,344  3,312  3,267  3,294 

4,194 

3,046 

4,298 

2,873 

4,910 

3,583 

0

2,000

4,000

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H23 H24 H24 H25 H25

(単位：千t） その他 鉱業 製造業 建設業 農業・林業

(震災分を含む） (震災分を除く）(震災分を含む） (震災分を除く）(震災分を含む） (震災分を除く）

 
図 2-3-3 再生利用量の推移（業種別） 

 

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H23 H24 H24 H25 H25
合計 3,376 3,500 3,344 3,312 3,267 3,294 4,194 3,046 4,298 2,873 4,910 3,594
がれき類 1,265 1,353 1,162 1,117 1,130 1,224 2,162 1,181 2,388 1,086 2,870 1,674
家畜ふん尿 1,108 1,105 1,072 1,102 1,090 1,034 1,017 1,017 972 972 964 964
汚泥 305 384 328 326 324 273 332 305 246 199 259 224
その他 698 658 782 767 723 763 683 543 692 616 816 732

1,265  1,353  1,162  1,117  1,130  1,224 

2,162 

1,181 

2,388 

1,086 

2,870 

1,674 

1,108  1,105 
1,072  1,102  1,090  1,034 

1,017 

1,017 

972 

972 

964 

964 

305  384 
328  326  324  273 

332 

305 

246 

199 

259 

224 
698 

658 
782  767  723  763 

683 

543 

692 

616 

816 

732 

3,376  3,500 
3,344  3,312  3,267  3,294 

4,194 

3,046 

4,298 

2,873 
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図 2-3-4 再生利用量の推移（種類別） 
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（３）最終処分量 
最終処分量の過去からの推移は、図 2-3-5、図 2-3-6 のとおりである。 
平成 25 年度と平成 24 年度を比較すると、業種では建設業が大きく増加し、種類では汚泥

やがれき類が大きく増加している。 
 

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H23 H24 H24 H25 H25
合計 240 215 211 156 130 114 221 167 206 187 222 198
建設業 107 107 98 89 74 55 118 64 82 63 103 80
製造業 57 72 67 40 32 34 48 48 73 73 60 60
電気・水道業 53 12 18 2 1 1 31 31 24 24 34 34
その他 23 24 28 25 23 24 24 24 27 27 25 25
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図 2-3-5 最終処分量の推移（業種別） 

 

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H23 H24 H24 H25 H25
合計 240 215 211 156 130 114 221 167 206 187 222 198
汚泥 74 52 19 19 15 18 57 53 35 35 44 44
がれき類 49 48 58 41 27 11 31 18 25 25 44 35
ガラス陶磁器くず 46 38 47 47 44 39 60 40 37 37 41 37
燃え殻 24 5 44 15 15 12 20 19 51 51 11 5
その他 47 72 43 34 29 34 53 37 58 39 81 77
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図 2-3-6 最終処分量の推移（種類別） 
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２．宮城県循環型社会形成推進計画の進捗状況 

平成 23 年 3 月に中間見直しされた宮城県循環型社会形成推進計画の平成 27 年度目標では、

排出量を11,450千トン以下に抑制し、再生利用率を31%、最終処分率を1%にするとしている。 
平成 25 年度実績は、排出量と再生利用率の目標は達成しており、最終処分率は目標より高

い状況にある。 
しかしながら、東日本大震災以降、復旧工事や、操業を再開した製造業等の影響により、排

出量が増加傾向にある。 
 

29.4%

30.1%

30.9%

42.1%

35.0%

41.6%

32.5%

44.0%

36.6%

31.0%

69.2%

68.7%

68.0%

55.7%

63.1%

56.5%

65.4%

54.0%

61.4%

68.0%

1.4%

1.2%

1.1%

2.2%

1.9%

2.0%

2.1%

2.0%

2.0%

1.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成20年度

平成21年度

平成22年度

平成23年度

＜震災分を含む＞

平成23年度

＜震災分を除く＞

平成24年度

＜震災分を含む＞

平成24年度

＜震災分を除く＞

平成25年度

＜震災分を含む＞

平成25年度

＜震災分を除く＞

平成27年度

（目標）

再生利用率 減量化率 最終処分率

11,260

10,851

11,450

9,785

11,168

8,854

10,343

8,703

9,958

10,661

 
図 2-3-7 宮城県循環型社会形成推進計画の目標の達成状況 

 
表 2-3-1 宮城県循環型社会形成推進計画の目標の達成状況 

計画目標

平成20年度 平成21年度 平成22年度
平成23年度

＜震災分を含む＞
平成23年度

＜震災分を除く＞
平成24年度

＜震災分を含む＞
平成24年度

＜震災分を除く＞
平成25年度

＜震災分を含む＞
平成25年度

＜震災分を除く＞
平成27年度

排出量 11,260千トン 10,851千トン 10,661千トン 9,958千トン 8,703千トン 10,343千トン 8,854千トン 11,168千トン 9,785千トン 11,450千トン

再生利用率 29.4% 30.1% 30.9% 42.1% 35.0% 41.6% 32.5% 44.0% 36.6% 31.0%

減量化率 69.2% 68.7% 68.0% 55.7% 63.1% 56.5% 65.4% 54.0% 61.4% --

最終処分率 1.4% 1.2% 1.1% 2.2% 1.9% 2.0% 2.1% 2.0% 2.0% 1.0%

※その他（保管等）の量は減量化率に含む。

実績

 
 
 
 


